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聞一一元
日本
共産
党政治局員、
伊藤律
菌寺はた
ずねた。
産
党は伊藤を
「
ス
パ
イ」
と決め
つ共産党の暮窓割安塁は、

新一季出
生存確認｜帰国
問題をめ
ぐ吋どういうこと
で、今の
時点で
けて除名し
たEに、
中共と
昭和三
十日午後「伊震の
帰闘をめ
ぐ

経一
る大きな歩
合
つは、
な
ぜ中
国
日本へ李ぬか」

四十一
年
以来の長い
対立関
係にあ
る
問題」
で
記者
会見
し
「伊藤は

産一去
る
時点でそれを公表したのか’「築基金的
措置
であ
る。

きはい
え、予期ぜ
ざる
ダ
メー
ジ
北京の亡命者の政治集
団に
よっ

『丁
と
いうことだ。
伊
藤
の口から
明
伊藤は震
で、病気だ。
それに震
裳話番能悦もある。
て除名
さ
れた1伊藤律へ
の
措置は

一
らかにされるかもしれない戦後史
近日本ヘ帰りたがっている。
政治
商図寺は中間側から「一
九五一
日本共
産丸の中央委員会がおこな

－
の

，
ブ
ラッ
ク
ホ
ー

ルe
に
対
す
る興
的
意図
は
な
い」

と中
国
側。

味とともに、多く
の
人の関心事｝柑南西
図寺が重ねて政治的意図
の脊

め
て
い
る問
恩
で
あ
る 。
申
国
が
死
亡
熊
を
た
だ
し
た
の
に
対
し
て
二一
人
は

・・白』
句

‘

，

J，

．

h

鋭の定着しかげていた伊藤
警官浮
「そういうことは全くない。
現時

r骨島品酌・

b，
t、
－

M

ヂFlt、

上
さ
せた惑には、
政治目
的が秘め点
で
両党関係
の緩和
のき
ざしは何

E・ξ’
E7s’
1l司
，

られて
いるのか。
そ
れ
とも、単に
ち
ない
の
だ」
とま
で語っ
たとい

・d，

，人道的立場から望郷の念にかられ
う。

町店内没
語日一一結
当然、中国は

組閣
日
共
引
き
戻
し
が
本
音0・

ZMい
諮問一r
p計算dした

は、
中国ならではであろう。

「人道的機置」
は、
それなりに

年（昭和二十六年）
から、
三、
四
っ
たものではない」
などと
現在の
ざる共
産党史に光
序｝討てることに

りe
をかけたというわけだ。

藤の
身制
をどの
よつ
な形で日本側

伊藤律帰

国問題で、
最初に中国
事実かもしれない。
だが、
伊藤律
年聞は、
異から人がきて
脅し
党に
喜がないこ
毒強調してい
もなるのである。

しかし、
中国にとっ
てこれによ
へ引
護ぐか。
「亡命
き
とし
ふ

側の意図
を聞きただしたのは、
日
というかつては共産党ナンバーz
ていた」
と
聞かさ
れた。
これは
たが、
証言者らによればこの。亡

る大
きなプラスはない。｛きわめ℃
受け入れた伊泌
を通じて知りえた－

中
国
交
正
常
化
以
前
か
ら両
国
の
え
だっ
た
人
家、

霊
l
興
隆
l
分
裂
「一
干
八
年
七
月
ご
ろ、
北
京
の
日
共

事
策
関

与当
時の
最高
言
語

「
打」
と
「談」
突
利
重
ん
b
る
中
国
に
は、
・江
主匹
。
具
の
階
い
過
去。

雲
慨
す
る
が

イ
プ？
となってきた
日中友好協

！患

の道
をたどっ
た
昭和二
十
年間外
司令部百抗議思機慰霊書長、野坂
参一一一
である。苦し
い

の使い
わ
ナ

ない行動だ
ろう0

2
く、
し
ないがき
くi。空

会全
国
本部顧問、西聖公一三代の
日本共産党にお
ける役割
を
で中国公室局に引き渡
さ
れた。説
明
と、
指
摘
せ
ざる
をえ
ない。
さ

i
ごこ
はひとつ、
中寝袋容委継し
つ
つ、あ
るいは豪の
ポ

である。

lil－－『illit－－111
111’lili－－－－－
－－ー

らに伊藤
はこ
れまで生死不
明のま

ごこから、北京の対日共
ゆ
さぶ徴
で
ある「打」
と「談」
の巧みなー
さ菜し
つ
つ、設判
に誘い出
す

六月中匂かろ家
族とともに訪中

閤闘『叫d蝿刊日斗輔AMa醐品刊副闘刻明甜同町臨臨

ま二十八年間、
刑
務所暮らしか病
りという説が出る。

結A口
笠削援に、推
毘してみて
まど
という符怒の。中間流山川
術。
のよ

し
ていた西
国守は、二十五
日、宿
臨品目究時間開臨崎繍
院で
幽閉告を送っ
ていたとい
わ

日本共産党は
昨年末、話共産
う
だ
ろ－忍事zL。目的
は
やは
う与
え
る。

－

舎の北京・友好賓館に、二
人の中

Elsi－－sigilli－
れるが、
こ
れは身内の長人e
を
党宇五年ぷり
の関
係
正常化に踏
り北京にとっ
て利疏
のあるこ
と、
た
とえば中間関境紛争
（一九六一

国
共
産
党、
中日
友
好

望蘭
係
者
の
考え
る
とき、
彼の
生
存
と
帰
悶
は
苔
その
前
後、
野
坂
参三
（
現
共

産一義一
他
国
に
管
理さ
せ
た
う
え、
今に
なっ
み
切っ
た。
こ
れ
に
対し、
昭
和
四
十
す
な
わ
ち日
共
との
関
係
改
醤で
は
な
二
年）

では
激
し
い
攻
努
の
あ
と、
び一

訪
問
を
受
け
る。
二
人
は
伊
藤の
生
存
応
な
し
に、
各
方
面
に
影
響
を
与
え
ず
聞記）
や
西沢
隆二
（
紋
人）
らが
資
問
て
資任
放
援
をし
てい
るわ
け
だ。
伊
一
年の
宮
本｜
毛沢
照
会
談
決裂
以
い
の
か、
と
思
う
の
で
あ
る。

た
り
と一
方
的
に
停
戦
し、
イ
ン
ド
を一

生
装、
書送
還の
方針を伝えた
にはおかない。
それ
を北
京計算
した」
（一
謀
議
勤務員、
藤
井冠

察分裂から悶外脱出し、
中国で
来、
霊化
した中
緊
密
との関白
北京
芸ず「伊藤
等」
番
号
警
なに引
奮して
dm蒜；
一

う
え、
帰
国
の
段FE
り
や。
国
内
に
与え
し
な
い
は
ずが
ない
l
と
考え
る
人
は
次
な
ど〉
とい
う
関
係
者の
証一
富市｝
哀
の
査
問l
除
名1
幽
閉
な
どの
雲
市を
係
改
蓄
は
進
んで
い
な
い。
そこ
でh
み
に
出
し
た。
こ
れ
か
らあ
と、
開政
よ円
問問卯
執す、

hwu
恥トレぬ
く
ぐっ

る
影響などを打診
いた。ze

少なぐ芯い
むつつ
二〕とに日本共

付凶けた
もので』ある。a

』
。
詳細む諮っ
たとき、
戦後の知られ‘
ゾ速と

謬子した
日共に69掃さぷ

ば何
を言杓
ぜ也か吻
あるいは、
伊
た。
T分成功はじなかっ
たが、
昨

口口口9
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したが、 中国側は、、全くなL」人道上の配慮だ
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年
の
中
越
戦
争
で
も同
じ
作
戦が
み
ら
を
知っ
て
対
中
俄
環
論
が
強
まっ
て
い

れ
た。

る。
中
国
の
世
界
政策
が
す
ぐ
変わ
る

日
共
との

関係改
認
を
中
国
側
が
求
と
は
思
わ
な
い
が、
北
京
とし
て
は、

め
る
の
は
な
ぜ
か
10

官
界
政
策
を変
え
ざ
る
をえ
な
い
よ
う

ひとつは「反覇権」だ。日本をな国際部境の予兆ぞみてとり、一そ

広
範
な
対Y
統一
戦
線
に
引
室
む一
の
場
合
に
も
対
応
で
き奇
布
石
の
ひと

潔
と
し
て、
y
述
サイ
ド
に
歩
み
寄っ
つ
と
し
て、
左
認パ
イ
プ
の
復活
に人「

た
臼
共
の
引
き一民
し
で
あ
る。一一
つ
白
か
ら
打
ちは
じ
めた
と言
え
な
く
も
な

は、
「
凶
つ
の
近代
化」。
中
国
は
い
い。
こ
の
さ
い四
人
組
追
放
後、

中国

史
白
木
か
ら
（

ぷ輩毒一一
者
に
い
わ
せ
の
突質
的
最
高
指
導
者
に
の
し
あ
がつ

れ
ば「
独
占
氏
率」
か
ら）
資
金
と
訟
だ
鄭
小
平
副
主
席
が、
対y
関
係
では

術
の
導
入
に
懸
命
だ
が、
ほ
と
ん
ど
常
に
表
問
の
勇
ま
し
さ
と
は
別
に、
慎

「
日
中
友
好」
一
色
の
日
本
に
あっ
認
な
手
配
り
をし
て
をて
い
る
こ
と一

て、
中
国
側
と一一
線
を
商
す
日
本
共
産
忘れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う。

円以
の
存
在
は
何
か
と
不
便
で
不
都
合
に

人
民
解
放
ぽ
兵
士
に
堅
く
守
ら
れ
た

違
いな
い。
こ
れ
は

もう少
し
引
き
謝
花
京
の
袈
入
居
住
地
区「
中
南
海」
の

せ
たい
l
こ
ん
なふ
うに
拙
現
する
中
奥
深
い
と
こ
ろで、
中
国
の
飯
高
指
導

国研
究
者
も
い
る。
た
だ
相
手
は
中国
間叫
が
ど
ん
な戦
略
を語
らっ
て
い
る

の
こ
と、
もっ

夫被限
的
に
世
界
そ見
か、
も
と
よ
り
知る
闘
も
な
い。
「
伊線

で
い
る
か
も
し
れ
な
い。

律
生
存」
は
北
京
戦
略
の
末
端
を
かい

米
国
では、
対
Y
政
策
で
頼
も
し
い
山試
み
せ
た
も
の
なの
か、
そ
れ
と
も
政

も
の
の、
中
国
に
も厳
し
い
Dl
ガ
ン
治
目
的
説
は、
相
手
が
中国
ゆ
え
に
あ

政
樹
の
誕
生
の
可
能
伎
が
出
て
き
た。

り
が
ち
な。
思
い
過
ご
しhv
に
す
ぎな

一
方、
臼
本
で
も、
新
日
鉄
が
会
而
協
い
の
か
l
答
え
は
そ
う遠
く
な
い
将
来

カ
し
て
い
る
上海・
宝
山
製
鉄所
な
ど
に
明
ら
か
に
な
る
と思
う
の
で
あ
令

の
経
験
か
ら、
中間
の
期
待
し
た
近

（
文
中
敬
称
略）

代
化
が
い
か
に矛一
維
の
諜
魁
で
あ
る
か

【
住
回
良
能
記
者】

「反響」読み違えた中国？

東
京
外
国
籍穴
教
授
〈
現
代
中
国
学
窓
外
に
単
純
だっ
た
の
で
は
な
い
か。

・
国際
関
係
号
、

富
嶺
雄
氏
の
結
し
かし
中
国
は、
日
本
の
よ
う
な
議

「
中
国
はい
ま
非
毛沢
東
化
と
と
も
に、
化
社
会
で
帰っ
て
霊
長
LA

毛沢
東
否
定の
方
向
で
隆
史
の
替
ぎ
換
い
え
る
初
制服
律
が
引
き
起こ
す
反
捌あ

え
をし
てい
るJ
ご
れ
は
中
国
自
身
の
大
ぎ
さ
を
読
み
切
れ
な
かっ
たよ
う

あ
る稜
の
正
常
化
だ？
一
方、
日
中
関
だ。
今の
中
国
に
とっ
て
は
小
さ
な
傍

係
は
中
国
が
きわ
めて
満
足の
い
く
状
藤
律
問
題
を、
素
直
な
気
持
ちで
解
法

態
に
あ
る。
こ
うし
たな
か
で、
中
国
し
よ
う
と
は
かっ
た
が、
結
果
は
あ
ま

．
は
ノ
ド
に
刺
さ一ア
た
小
骨
の
よ
う
な
伊

りの
波
紋
に
驚い
て
い
るー
とい
う
とJ

事信め
問
題
を解
消
Uた
かー
た
包～’

ご一ιで
は
ない
か～
寸えいが昨日「川町山

思
う。
し
たがっ
て
中
閣の
動
機
は
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